
学習空間としての図書館を使いこなそう！！

中央図書館では、皆さんの学習用途に応じたさまざまな施設・設備を用意しています。今回はその中から、おすすめの
学習スポットやアイテムを紹介しますので、参考にしていただき、学習空間としての図書館を大いに活用してください！

プレゼンの練習やグループ

学習、ゼミを行ったりすること

ができる場所です。可動式の

机・椅子・ホワイトボードが完

備されており、学内者用無線

LANも利用できます。ノート

PCやプロジェクタの貸出も可

能ですので、利用の際は図

書館カウンターまでお越しく

ださい。予約受付中です！

１、４階は照明付きの

キャレルデスクを設置して

います。仕切りが付いて

いるので、個人で集中し

て学習を行うのに最適で

す。２、５、６階にも窓際の

一部にキャレルデスクが

設置してありますので、ど

うぞご利用ください。

４、５、６階の北側にある

机は大きめで、パーテー

ションで区切られているの

で、たくさんの資料を広げ

ながら個人学習を行うの

に最適な場所です。窓か

らはメインストリートが一

望できる見晴らし良好の

特等席となっています。

２、３階に１室ずつあるグ

ル ー プ 閲 覧 室 は 、 個 室 に

なっているので、周囲に気兼

ねすることなくグループでの

打合せや発表練習をするこ

とができる場所です。事前予

約も受け付けていますので、

利用の際は図 書館カウン

ターでお気軽にお申込みくだ

さい。ノートPC、プロジェクタ

の貸出も可能です。

気軽にグループ学習ができ

る場所として、２Ｆにアクティ

ブ・ラーニングゾーンを設けて

います。ここは会話をしても良

い場所で、可動式の机、椅子、

ホワイトボードを自由に組み

合わせてディスカッションをす

ることができます。学内者用

無線ＬＡＮを利用することもで

きるので、ＰＣやタブレット端

末もご活用ください！

図書館ではiPadの館内貸出

サービスを行っています。本を読

むためのアプリから、英語学習用

アプリ、グループ学習に役立つア

プリなど様々なアプリを導入して

います。学習時のWeb検索用とし

て使うのにも最適です。カウン

ターで簡単な手続きをするだけで

すので、是非ご利用ください。

館内の施設や設備の利用申し込み

や、図書館利用についてわからない

こと、調べものをしていてわからな

いことなどあれば、お気軽にスタッフ

までお声掛けください。

１Ｆ、４Ｆ：１Ｆ、４Ｆ：１Ｆ、４Ｆ：１Ｆ、４Ｆ：キャレルデスクキャレルデスクキャレルデスクキャレルデスク ４Ｆ、５Ｆ、６Ｆ：大きめ４Ｆ、５Ｆ、６Ｆ：大きめ４Ｆ、５Ｆ、６Ｆ：大きめ４Ｆ、５Ｆ、６Ｆ：大きめデスクデスクデスクデスク

２Ｆ：２Ｆ：２Ｆ：２Ｆ：プレゼンテーションゾーンプレゼンテーションゾーンプレゼンテーションゾーンプレゼンテーションゾーン ２Ｆ、３Ｆ：グループ閲覧室２Ｆ、３Ｆ：グループ閲覧室２Ｆ、３Ｆ：グループ閲覧室２Ｆ、３Ｆ：グループ閲覧室

２Ｆ：アクティブ・２Ｆ：アクティブ・２Ｆ：アクティブ・２Ｆ：アクティブ・ラーニングゾーンラーニングゾーンラーニングゾーンラーニングゾーン iPadiPadiPadiPad貸出サービス（学内者限定）貸出サービス（学内者限定）貸出サービス（学内者限定）貸出サービス（学内者限定）

１Ｆ：図書館カウンター１Ｆ：図書館カウンター１Ｆ：図書館カウンター１Ｆ：図書館カウンター

※iPadでインターネットを利用するには、基

盤センターのIDとパスワードで無線LANの

設定をする必要があります。

カウンター横に、おためしiPad設置中！
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『『『『新約聖書新約聖書新約聖書新約聖書 福音書福音書福音書福音書』』』』

「クリスチャンじゃないし、聖書なんて読まないよ」、こ
の小文のタイトルを⾒て多くの人がそう思ったことでしょう。
でもそんな人も、国際化社会と言われて久しい昨今、文化を
異にする人たちとも相互に理解を深めていかなければ、と考
えてますよね？ならば、世界で最も多くの信者をもつ宗教の
経典に⼀度くらい目を通しておいても損はありません。何と
言っても聖書は多くの人にとって心の拠り所であり、考え
方・価値観の根幹をなすもの、なのですから。

そう言われて読んでみようかな、と思った人にお薦めなの
が本書。新約聖書の冒頭に位置する『福音書』は、キリスト
のことばや⾏いを記録したものですが、聖書を読んだことが
なくても知っていたエピソードや表現が目白押し、読めばそ
れらの背景まで理解できて、まさに「目からウロコ」（この
表現も聖書由来！）の体験ができることでしょう。また、キ
リスト教圏の教会・美術館巡りが楽しくなることも受け合い
です。

今回お薦めの図書は・・・
福音書 : 新約聖書 / 塚本⻁⼆訳
（岩波書店） 1963.9

請求記号 K193.6||Se4||
中央図書館 北2階（岩波文庫） 配架

図書館からのお知らせ
○オルレアン写真展が開催されます。

2月 3⽇（月）〜2月28⽇（⾦）（予定） 富山大学中央図書館2階ホールにて開催。フランスのオルレアンでの夏季研修で参
加学⽣・引率の中島先⽣が撮影した写真を展⽰します。ホームスティの様⼦やフランス風景を楽しみたい方、ぜひお越しください。

○富山大学展が開催されます。
3月25⽇（⽕）〜5月25⽇（⽇）（予定） 富山大学中央図書館2階ホールにて開催。前身校である高岡高等商業学校や旧制

富山高等学校時代の貴重な資料などが展⽰されます。どなたでもどうぞお越しください。

編集・発行 富山大学附属図書館中央図書館 〒930-8555 富山県富山市五福3190
TEL: 076-445-6898／FAX: 076-445-6902／E-Mail: chuolib@adm.u-toyama.ac.jp

●附属図書館URL http://www.lib.u-toyama.ac.jp/

●中央図書館URL http://www.lib.u-toyama.ac.jp/chuo/

●携帯版URL http://opac.lib.u-toyama.ac.jp/mobile/ （右のQRコードからもアクセスできます→）

◇中央図書館開館カレンダー◇

通常開館 8：45-22：00

休日開館 10：00-17：00

短縮開館 9：00-17：00

短縮開館（その他）

休日開館（試験期） 10:00-20:00

赤字は休館日です

○貸出資料の延滞に注意！＊卒業予定者は、必ず3月21⽇（⾦）学位記授与式までに返却をお願いします。
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○春季⻑期貸出のお知らせ
学部学⽣・研究⽣：2月4⽇（⽕）〜4月3⽇（木）、大学院⽣：2月4⽇（⽕）〜3月18⽇（⽕）→返却期限4月17⽇（木）

＊卒業予定者は除く

【編集後記】

図書館を利用する際は

学生証を携行すること

が、利用規則で定めら

れています。皆さん、来

館の際は学生証をお忘

れなく！ （It）

富大祭初⽇の10月12⽇、中央図書館2階のプレゼンテー
ションゾーンで、専門家と科学について気軽に飲み物を飲
みながら語り合う「サイエンスカフェ」を開催しました。
今回、富山県内でサイエンスカフェを⾏っている有志グ
ループ「サイエンスカフェとやま」との共同開催となり、
いつもとは⼀味ちがったイベントとなりました。

ゲストは、全盲ながらソニー株式会社で音響工学に携わ
り、当大学大学院⽣命融合科学教育部にも所属する鈴木淳
也さん。『「disability（できないこと）」が原動⼒！障
害がアイディアの宝庫！』をテーマに、理科好きが高じて
様々な実験を⾏った幼少期の思い出や、失明後も夢を諦め
ず努⼒した結果エンジニアになった経緯、そして現在も研
究を続ける原動⼒などについて話して頂きました。さらに、
鈴木さんが現在研究を進めている「音の動きでかたちを認
識する」装置のデモンストレーションが⾏われ、カフェに
参加していた図書館スタッフも体験させてもらいました。
目を閉じていても文字が分かるという体験は、驚きの⼀言
につきました。

終わりに、鈴木さんから「皆さんが持っている科学への
興味を奮い⽴たせてほしい」とのメッセージを頂いてカ
フェは幕を閉じました。当⽇は、県内外から市⺠や研究者、
学⽣など約30名の参加があり、終盤には質問や意⾒交換
が活発に⾏われました。


